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卒業論文ではガリシア語の先行研究として Álvarez ほか (1998)、浅香 (1990)、Calero 
(1979)、富野 (2001) を、カスティーリャ語 (スペイン語) の研究として西川 (1995)、ポル
トガル語の研究として田所･伊藤 (2004)を挙げているが、本稿では紙面の都合上ガリシア
語に関係する富野 (2001)、浅香 (1990) を主に取り上げる。 
 
1.1. 富野 (2001) 
富野 (2001) は、主に統語的特徴から弱勢代名詞の前接と後接の分類を行っている。こ
の節では富野 (2001 75-81) を要約した上で必要に応じて Álvarez ほか (1998) 、Calero 
(1979)の記述で補足説明をする。 
富野 (2001)は、弱勢代名詞は主節では原則として動詞前接となる、と述べた上で動詞後
接となる条件として以下の 5 つを挙げている。 
 
1) 文頭に否定語、または副詞[acaso (おそらく), ata (さえ), case (ほとんど), disque (たぶん), 
incluso (さえ), somente (だけ), tamén (もまた), xa (もう、すでに) など]を伴う場合。 
2) 疑問詞を伴う疑問文、感嘆文、祈願文の場合。 
3) 動詞の前に補語や直接目的語がある場合。 
                                                        
1 スペインのガリシア地方を中心に話されるロマンス諸語の 1 方言。ガリシア･ポルトガル語に属しポル
トガル語と互いに方言関係にあるが、話者の殆どはスペイン語との二言語併用者である。音韻、形態、語
彙面でカスティーリャ語(スペイン語)の影響を多く受けているが、統辞面ではポルトガル語との共通性が
濃い。(黒澤 1988：1285-86 を要約) 
2 与格･対格･再帰代名詞をまとめた呼称で、強勢が置かれないことに由来する。富野(2001)、Calero(1979)
が用いている。本稿では弱勢代名詞に当たる部分はイタリック体で記述する。 
3 先行の語に依存し、これとアクセントの上で一語のようなまとまりをなす。(亀井･河野･千野編 1996： 
844) 本稿では、paréceme のように代名詞が動詞の後ろに来る場合を指す。 
4 後続する語に依存し、これとアクセントの上で一語のようなまとまりをなす。(亀井･河野･千野編 1996： 







5) 従属節の場合。  
  (富野 2001: 75-81 を要約) 





2) 「前置詞+不定詞」の場合。      
(富野 2001: 75-81 を要約) 









(1) Axudou =     nos         o              pai.→(2) O pai nos axudou.  
     手伝う.3.単.直.完過 1.複.対    定冠          父 
 「父が私達を手伝ってくれた。」 「父が私達を手伝ってくれた。」 
(浅香 1990: 38) 











3.1. 文学作品による調査結果  
今回調査に用いた作品は Alfonso Rodríguez Castelao の“Retrincos”(1934)、“Os vellos non 
                                                        
5「助動詞+ (前置詞･関係詞) +不定詞･現在分詞」の形式で助動詞が後方の動詞に「願望」･「義務」･「進
行」･「継続」などの意味を付け加える語法をいう。 
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deben de namorarse”(1953)の 2 点で、収集した用例総数は 695 例である。前者は全 21 ペー
ジで、5 つの異なる短編小説を集めたものであり、後者は全 65 ページで、全 3 章により構
成される戯曲である。 
 以下に用例収集結果を表で表す。富野 (2001) の指摘をもとに、まず「目的語が前置さ
れていない場合」と「前置されている場合」に分け、前者をさらに文･節単位の条件と句単
位の条件に分け、それぞれの例を表 1･表 2 にまとめる。「目的語が前置されている場合」







表 1: 文学作品による用例収集結果 1 (文･節単位) 
 
 
表 2：文学作品による用例収集結果 2 (句単位) 
形式              共起する要素   肯定  否定  副詞  否定+副詞 合計 
前置詞+不定詞      49/2     1/0     0/0          0/0 52 
不定詞      10/0     0/0     1/0          0/0 11 
現在分詞      23/0     0/0     0/0          0/0 23 






形式        共起する要素   肯定   否定   副詞  否定+副詞  合計 
主節     200/5      0/30      2/21          0/4   260 平叙文 
従属節     7/125      0/13       0/7          0/1   152 
疑問詞付       0/9       0/1       0/0          0/0     5 疑問文 
疑問詞無       4/0       0/1       0/0          0/0    10 
疑問詞付      0/11       0/0       0/0          0/0    11 感嘆文 
疑問詞無      10/0       0/0       0/6          0/0    16 
祈願文       0/1       0/0       0/0          0/0     1 
命令文      33/0      0/19       0/0          0/0    52 






表 3：文学作品による用例収集結果 3(目的語が前置されている場合) 
形式        共起する要素    肯定    否定    副詞  否定+副詞 合計 
主節       3/2      0/2       0/2        0/0   9 平叙文 
従属節       0/0      0/0       0/0        0/0   0 
疑問詞付       0/0      0/0       0/0        0/0   0 疑問文 
疑問詞無       0/0      0/0       0/1        0/0   1 
疑問詞付       0/0      0/0       0/0        0/0   0 感嘆文 
疑問詞無       0/2      0/0       0/0        0/0   2 
合計       3/4      0/2       0/3        0/0  12 
 










[1], [2], [3]は富野 (2001) が、[5]の現在分詞は Álvarez ほか (1998) が既に指摘している
が、[4]の命令文、[6]の不定詞に関しては管見の及ぶ限りではこれまで触れられていない。 
 
 次の表 4、表 5 は動詞迂言句を対象とした表である。動詞迂言句は助動詞と不定詞･現在
分詞の間に前置詞･関係詞を入れる場合と入れない場合とで区別する。表 4 では está 
coméndoo のように、助動詞の直後に不定詞･現在分詞が来る例を扱う。この場合、前接は
2 通り存在する。「助動詞+代名詞」での前接は estáo coméndo、「不定詞･現在分詞+代名詞」
での前接は está coméndoo という形である。また、表 5 では comenzo a apréndelo のように、
助動詞と不定詞･現在分詞の間に前置詞･関係詞が入る例を扱う。この場合、前接・後接共
に 2 通り存在する。「助動詞+代名詞」での後接は o comenzo a aprender、「不定詞･現在分詞
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表 4：文学作品による用例収集結果 4 (動詞迂言句 (助動詞+不定詞･現在分詞)) 
   肯定    否定    副詞 否定+副詞                        共起する要素 
形式 前接 後接 前接 後接 前接 後接 前接 後接 
合
計
助動詞+代名詞   5   0   0   0 主節 
不定詞･現在分詞+代名詞  20 
  0 
  4 
  4 
  1 
  3 
  0 
 
  0 
 
37




不定詞･現在分詞+代名詞   8 
  9 
  3 
  0 
  1 
  1 
  1 
 
  0 
 
23
助動詞+代名詞   0   0   0   0 疑問詞付 
不定詞･現在分詞+代名詞   1 
  2 
  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
 
  0 
 
 3




不定詞･現在分詞+代名詞   0 
  1 
  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
 
  0 
 
 9
合計  42  12   7   4   2   4   1   0 72
 
表 5：文学作品による用例収集結果 5(動詞迂言句(助動詞+前置詞･関係詞+不定詞･現在分詞)) 
肯定 否定 副詞 否定+副詞                       共起する要素 
形式 前接 後接 前接 後接 前接 後接 前接 後接 
合
計
助動詞+代名詞   0   0   0   0   0   0   0   0 主節 
不定詞･現在分詞+代名詞   7   0   1   0   1   0   0   0 
 9




不定詞･現在分詞+代名詞   0   0   3   0   0   0   0   0 
 6




といった条件が含まれているにも関わらず、前接の形式をとる例が 24 例と、約 4 割近くを
占めたのである。また、後接になる例は 23 例と、その割合は全体の約 27％程度であった。 
  
3.2. 新聞記事による調査結果 
 今回調査に用いた資料は新聞サイト”Galicia Hoxe”(http：//www.galicia-hoxe.com/)の 2008
年 10 月 24 日付、11 月 11 日付、11 月 13 日付の記事である。収集した用例総数は 354 例で
ある。 










表 6：新聞記事による用例収集結果 1(文･節単位) 
形式          共起する要素   肯定   否定   副詞  否定+副詞 合計 
主節      74/3      0/11       0/5          0/1    94 平叙文 
従属節    12/137      0/15       0/3          0/0   167 
疑問詞付       0/4       0/0       0/0          0/0     4 疑問文 
疑問詞無       0/0       0/0       0/0          0/0     0 
疑問詞付       0/0       0/0       0/0          0/0     0 感嘆文 
疑問詞無       0/0       0/0       0/6          0/0     6 
祈願文       0/0       0/1       0/0          0/0     1 
命令文       0/0       0/0       0/0          0/0     0 
合計    86/144      0/27      0/14          0/1   272 
 
表 7：新聞記事による用例収集結果 2(句単位) 
形式             共起する要素   肯定   否定   副詞  否定+副詞 合計 
前置詞+不定詞      29/2       2/1      0/0        0/0  34 
不定詞       9/0       0/0      0/0        0/0   9 
現在分詞       1/0       0/0      0/0        0/0   1 
合計      39/2       2/1      0/0        0/0  44 
 
表 8：新聞記事による用例収集結果 3(目的語が前置されている場合) 
形式             共起する要素    肯定    否定    副詞 否定+副詞 合計 
主節        2/0       0/1       0/0        0/0   3 平叙文 
従属節        0/1       0/0       0/0        0/0   1 
合計        2/1       0/1       0/0        0/0   4 
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表 10 と表 11 において疑問文･感嘆文の中に現れる例は 1 つも存在しなかったため「疑問
文」･「感嘆文」の項目は割愛する。 
 
表 10：新聞記事による用例収集結果 4(動詞迂言句(助動詞+不定詞･現在分詞)) 
肯定    否定    副詞 否定+副詞                           共起する要素 
形式 前接 後接 前接 後接 前接 後接 前接 後接 
合
計
助動詞+代名詞   5   0   0   0 主節 





  1 
  0 
  0 16









  1 
  1 
  0  13
合計  11   8   3   4   0   2   1   0 29
 
表 11：新聞記事による用例収集結果 5(動詞迂言句(助動詞+前置詞･関係詞+不定詞･現在分詞)) 
肯定 否定 副詞 否定+副詞                       共起する要素 
形式 前接 後接 前接 後接 前接 後接 前接 後接 
合
計
助動詞+代名詞   0   0   0   0   0   0   0   0 主節 
不定詞･現在分詞+代名詞   0   0   0   0   0   0   0   0 
 0




不定詞･現在分詞+代名詞   1   1   1   0   0   0   1   0 
 5
合計   1   2   1   0   0   0   1   0  5
 
 動詞迂言句に関しては、前接になる全 18 例のうち、後接になる条件を含んでいて前接の


































直    直説法  
1      1 人称   
主   主格  
不定 不定詞  
疑代  疑問代名詞 
接法 接続法  
2   2 人称   
与   与格   
現分 現在分詞  
疑形 疑問形容詞 
現   現在   
3     3 人称   
対   対格  
 形  形容詞 
指代 指示代名詞 
点   点過去  
単   単数   
所   所有格  
副   副詞   
再   再帰代名詞 
完過 完全過去  
複   複数   
前格 前置詞格  
接   接続詞  
代   代名詞 
不過 不完全過去   
前   前置詞  
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